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◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
が
不
安
な
方
︑
移
動
が
困

難
な
方
な
ど
の
た
め
︑
自
宅
か
ら

相
談
員
の
顔
を
見
て
相
談
で
き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
︒

　

希
望
す
る
方
は
︑
生
活
環
境
課

に
予
約
く
だ
さ
い
︒

●
こ
こ
ま
で
の
相
談
場
所
・
問
い

合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
（
☎
37

２
１
４
４
）

生
活
困
り
ご
と
相
談

　

経
済
的
な
困
り
ご
と
な
ど
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）、
8
時
30
分
～
17

時
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談
セ
ン

タ
ー
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
は

ま
な
す
館
）内　

☎
36
２
０
１
５
）

東
日
本
大
震
災　
　
　

無
料
困
り
ご
と
相
談
・

法
律
相
談
会

　

震
災
以
降
に
借
金
の
返
済
が
滞

り
多
重
債
務
に
陥
っ
た
な
ど
、
震

災
に
関
連
し
た
消
費
生
活
相
談
に

つ
い
て
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま

す
。

※ 

１
回
の
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

確
認
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
方
は
事
前
に
生
活
環

境
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
相
談

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
日
時　

平
日　

13
時
～
17
時

※
曜
日
に
よ
っ
て
相
談
員
・
相
談

　

時
間
が
変
わ
り
ま
す
。
次
の
相

　

談
員
の
項
目
で
確
認
く
だ
さ
い
。

●
相
談
員　

▽
福
島
県
弁
護
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
、
多
重
債
務
な
ど

月
・
木
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
司
法
書
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
震
災
に
よ
る
多

重
債
務
な
ど

火
・
金
曜
日　

13
時
～
15
時

※ 

債
務
の
金
額
に
よ
っ
て
は
、
相

談
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽
杜
都
法
律
事
務
所

主
な
相
談
内
容
＝
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
、
多
重
債
務
な
ど　

●
日
時

①
6
月
7
日
（
月
）

②
6
月
21
日
（
月
）

13
時
～
16
時
30
分

行
政
相
談

●
日
時　

6
月
8
日
（
火
）
10
時

～
12
時

多
重
債
務
相
談

●
日
時　

毎
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。）

8
時
30
分
～
17
時

　

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
相
談

●
日
時　

毎
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。）

8
時
30
分
～
17
時

交
通
事
故
相
談

●
日
時

①
6
月
10
日
（
木
）

②
6
月
24
日
（
木
）

9
時
～
17
時

消
費
生
活
相
談

　

訪
問
販
売
・
商
品
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
。

●
日
時　

毎
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。）

8
時
30
分
～
17
時

学校で使用している教科書
をご覧ください

　

県
教
育
委
員
会
は
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
教
科
書
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
・
中
・

高
等
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
を

展
示
し
ま
す
。
相
馬
地
区
で
は
次

の
日
程
で
展
示
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
内
容　

小
・
中
・
高
等
学
校
用

教
科
書
見
本
の
閲
覧

●
日
時　

６
月
11
日
（
金
）
〜
24

日
（
木
）
10
時
～
16
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

※ 

6
月
23
日
（
水
）
の
み
、
９
時

～
11
時
。

●
場
所　

市
教
育
研
究
実
践
セ
ン

タ
ー（
西
山
字
表
西
山
９
２
︱
１
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

相
双
教
育
事

務
所
学
校
教
育
課
（
☎
26
１
３
１

４
）

教科書展示会

6 月はシートベルト着用強化月間です
　自動車に乗る際、全ての座席でシートベルトの着用が法律で義務づけられており、
６歳未満の子どもは、チャイルドシートの使用が義務づけられています。
　しっかりルールを守っていても、交通事故は誰にでも起こり得ます。その時、死
亡や重傷に至る危険を減らすために、シートベルトやチャイルドシートを正しく着
用しましょう。
●問い合わせ先　生活環境課（☎ 37-2144）

お知 せら

そ
相
談
く
だ
さ
い
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お
得
に
健
康
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か

●問い合わせ先　放射能対策室（☎ 37-2270）

今回Ｑちゃんが分かったこと

▽市内の空間線量は原発事故前と同じくらい
にまで下がっていること。
▽実際の生活でどのくらい被ばくしているか
を継続して確かめることが大切ということ。

Ｑ
ｷｭｰ

ちゃんの、つぼくら先生！
放射線のこと教えてコーナー

市で行われている線量測定

Q ちゃん
市内に住む小学生

つぼくら先生
相馬中央病院医師
福島医大主任教授

つぼくら先生　D －シャトルは身に着けている人が
浴びている放射線量を測ることができる器械だよ。
空間線量が下がっても、一人一人の年間の被ばくは、
生活環境や行動の違いで、家族でも違うことがある
んだ。Q ちゃんは学校に通うけど、お父さんやお母
さんも会社に行ったり、買い物に出かけたりするよ
ね。それぞれの場所によって空間の放射線量が違う
から、浴びる放射線量は一人一人違うんだ。
　大切なことは自分が実際の生活でどのくらい被ば
くしているかを継続して測り、確かめることだよ。
また、昨年度に D －シャトルやホールボディカウン
ターの測定をした方には、相馬市から「外部・内部
被ばく測定の結果」が届くので、こちらも確認してね。

Q ちゃん　先生、ありがとう。今年も D －シャトル
とホールボディカウンターの測定を続けるよ。

Q ちゃん　先生、原発事故から 10 年が経って、空
間の放射線量がだいぶ下がってきているけど、相馬
市ではどんな線量測定をしているの？
 
つぼくら先生　相馬市では、空間の放射線量を測る
ために、市内全域を四方に区切って測定するメッ
シュ調査をしていて、市内各地の空間の放射線量を
年一回測定し、原発事故後の変化が分かるようにし
ているんだ。また、学校や公民館などの公共施設な
どには、モニタリングポストが設置されていて現在
の線量が分かるね。【表】はモニタリングポストの
測定値だけど、0.048 ～ 0.155µSv/h( 毎時マイクロ
シーベルト ) の値を示しているよ。県が原発事故前
の平成 22 年度に県内 13 地点で測定した空間線量
は 0.02 ～ 0.14µSv/h の範囲だったから、市内の空
間線量は、ほぼ原発事故前と同じくらいになったね。 

Q ちゃん　そうなんだ。ここまで空間線量が下がっ
ても、D －シャトルによる測定をしているのはなん
でかな？

自
家
消
費
野
菜
な
ど
の

放
射
性
物
質
測
定
結
果

●
4
月
分　

▽
測
定
件
数　

1
件

（
内
訳
：
山
菜
1
件
）

▽
基
準
値
を
超
え
た
食
品　

0
件

●
相
馬
市
で
出
荷
制
限
な
ど
を
受

け
て
い
る
食
品
（
5
月
1
日
現

在
）
▽
ク
サ
ソ
テ
ツ
（
コ
ゴ
ミ
）

▽
タ
ケ
ノ
コ
▽
フ
キ
ノ
ト
ウ
（
野

生
）▽
ゼ
ン
マ
イ
▽
タ
ラ
ノ
メ（
野

生
） 

▽
コ
シ
ア
ブ
ラ
▽
ウ
ド
（
野

生
）
▽
原
木
シ
イ
タ
ケ
（
露
地
） 

▽
原
木
ナ
メ
コ
（
露
地
） 

▽
キ
ノ

コ
（
野
生
） 

▽
ク
ロ
ソ
イ

※
最
新
の
情
報
は
、
県
農
林
水
産

　

物
・
加
工
食
品
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
﹁
出

　

荷
制
限
等
一
覧
﹂
で
確
認
く
だ

　

さ
い
。

◎
こ
れ
ま
で
の
食
品
の
検
査
結
果

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

放
射
能
対
策

室
（
☎
37
２
２
７
０
）

ホームページ
はこちらから

ホームページ
はこちらから

◎出典
▽原子力規制委員会ホームページ

（放射線モニタリング情報）

▽県ホームページ
（空間線量モニタリング情報）

測定箇所 H24.4.1 R3.4.1
スポーツアリーナそうま  0.311 0.087
大野公民館 0.194 0.060
一般廃棄物埋立処分場 0.213 0.066
相馬地方広域水道企業団 0.163 0.066
蒲庭公会堂 0.23 0.075
玉野出張所 0.79 0.155
富沢公会堂前空き地 0.298 0.071
東部公民館 0.143 0.048
東玉野農業研修施設隣 0.69 0.083
飯豊公民館 0.163 0.050
さけふ化場（山上） 0.415 0.069
山上公民館 0.195 0.052
小倉公会堂 0.286 0.080
副霊山生活改善センター 0.766 0.103

●モニタリングポスト測定値の表
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個人積算線量計（D－シャトル）

外部被ばく線量測定

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
外
部

被
ば
く
線
量
を
把
握
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
D
︱
シ
ャ
ト
ル
（
個
人

積
算
線
量
計
）
に
よ
る
測
定
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

測
定
に
か
か
る
費
用
は
無
料
な

の
で
、
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者　

測
定
を
希
望
す
る
市

内
在
住
の
全
市
民

●
測
定
期
間　

2
週
間

●
申
込
期
限　

令
和
4
年
1
月
末

●
測
定
結
果　

測
定
結
果
の
解
析

終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

放
射

能
対
策
室
（
☎
37
２
２
７
０
）

皆さん受けましょう

外
部
・
内
部
被
ば
く
線
量

　
　

測
定
結
果
を
送
付
し
ま
す

　

市
は
、
令
和
2
年
度
に
外
部
被

ば
く
線
量
測
定
（
Ｄ
︱
シ
ャ
ト

ル
）
ま
た
は
内
部
被
ば
く
線
量

測
定
（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
）
を
受
診
し
た
市
民
の
皆
さ

ん
へ
、
受
診
者
の
放
射
線
量
測
定

（
平
成
23
年
度
か
ら
令
和
2
年

度
）の
結
果
を
取
り
ま
と
め
た﹁
外

部
・
内
部
被
ば
く
線
量
測
定
の
結

果
﹂
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
原
発
事
故
の
影
響
に
よ

る
根
拠
の
な
い
思
い
込
み
や
偏
見

で
差
別
を
受
け
な
い
よ
う
に
作
成

し
た
も
の
な
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

測
定
後
に
相
馬
市
か
ら
転
出
さ

れ
た
方
、
測
定
時
に
相
馬
市
民

で
な
か
っ
た
方
は
送
付
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

放
射
能
対
策

室
（
☎
37
２
２
７
０
）

サンプル

ホームページは
　 こちらから

お知 せら

お
得
に
健
康
づ
く
り
を
し
ま

せ
ん
か

　

市
は
、
毎
日
運
動
を
す
る
こ
と

や
特
定
健
診
な
ど
を
受
診
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る

﹁
い
き
い
き
そ
う
ま
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
﹂
を
実
施
し
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
が
基
準
に
達
す
る

と
、
県
内
の
協
力
店
で
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
﹁
ふ

く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
﹂
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
応
募
は
が
き
が
も
ら
え
ま
す

の
で
、
健
康
づ
く
り
に
ぜ
ひ
活
用

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
方

※
高
校
生
を
除
く
。

●
実
施
期
間　

6
月
１
日
（
火
）

〜
令
和
4
年
３
月
1
日
（
火
）

●
参
加
方
法 　

①
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
1
階

保
険
年
金
課
ま
た
は
市
役
所
1
階

放
射
能
対
策
室
で
ポ
イ
ン
ト
を
記

入
す
る
台
紙
を
受
け
取
る
。

②
日
々
の
健
康
活
動
を
台
紙
に
記

入
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
る
。

③
ポ
イ
ン
ト
の
基
準
を
達
成
し
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
カ
ー
ド
と
プ
レ

ゼ
ン
ト
応
募
は
が
き
を
受
け
取
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
35
４
４
７
７
）

い
き
い
き
そ
う
ま

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

紙類を分別し資源として有効活用しよう
　ごみの減量・リサイクルのため、下記のとおり分別し、ひもで十字に縛り紙類の日に捨てましょう。
▽『紙マーク』のついている紙製容器包装（ティッシュ、お菓子の箱、包装紙）▽牛乳、ジュースなどの紙パッ
ク（洗って乾かす）▽新聞紙▽雑誌▽段ボール
※下記の事項に該当する紙類は、燃えるごみの日に捨ててください。
▽汚れが取れないもの▽防水、アルミ加工がされたもの▽写真・フィルム・ナイロン
●問い合わせ先　生活環境課　( ☎ 37-2143)
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お知 せら

※診療時間は 9:00 ～ 16:00

休日の当番歯科医

休日の当番医

献血に協力を

6 月の行事予定　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（5 月 17 日現在）

月日 行事名 場所

6 月 2 日（水） 福島県民共済相馬地区移動相談会 市民会館

※診療時間は 9:00 ～ 16:00
※救急医療病院は公立相馬総合病院（☎ 36-5101）
　　　　　　　　相馬中央病院　  　（☎ 36-6611）

6 月 6 日（日 ) 今村歯科・矯正歯科医院 南相馬市小高区 44-2432

6 月 13 日（日 ) 松本歯科医院 南相馬市原町区 24-1687

6 月 20 日（日 ) 桜ヶ丘デンタルクリニック 中 村 字 川 沼 26-7018

6 月 27 日（日 ) 沖田歯科クリニック 南相馬市原町区 23-0303

6 月 6 日（日 ) 米村胃腸科内科医院 中 村 一 丁 目 35-2880

6 月 13 日（日 ) 阿部クリニック 中 村 一 丁 目 35-2553

6 月 20 日（日 ) 渡辺病院 新地町駒ヶ嶺 63-2100

6 月 27 日（日 ) 杉本医院 小 泉 字 高 池 36-3650

月日 時間 場所

6月13日（日）
10：00 ～ 12：00

エイトタウン相馬
13：30 ～ 16：00

7 月 1 日（木） 10：00 ～ 16：30 市民会館駐車場
※街頭献血キャンペーン

　

市
は
、
市
内
に
事
業
所
な
ど
を

置
き
、
引
き
続
き
事
業
継
続
の
意

思
が
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
、
そ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
の

支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
事
業
者

▽
令
和
３
年
４
月
30
日
以
前
か
ら

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り
、
申

請
日
以
降
も
事
業
を
継
続
す
る
意

思
の
あ
る
こ
と

▽
事
業
営
業
な
ど
の
収
入
が
あ
る

こ
と
（
確
定
申
告
書
な
ど
で
確
認

で
き
る
こ
と
）

◎
次
の
場
合
は
支
給
対
象
外
で
す
。

▽
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
院
内
感
染
対
策
支
援
金
を
支
給

さ
れ
た
場
合

▽
法
律
に
規
定
す
る
﹁
暴
力
団
員

等
﹂、﹁
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
﹂

お
よ
び
そ
れ
ら
に
類
似
す
る
業
種

を
営
む
事
業
者
に
該
当
す
る
場
合

▽
宗
教
的
ま
た
は
政
治
的
活
動
を

主
た
る
目
的
と
し
て
い
る
場
合

●
支
援
金
額　

一
律
10
万
円
（
個

人
・
法
人
事
業
者
）

※ 

市
内
で
複
数
の
法
人
な
ど
を
経

営
し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

申
請
可
。

●
申
請
方
法　

申
請
書
兼
請
求
書

な
ど
の
必
要
書
類
を
市
役
所
2
階

商
工
観
光
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
可

能
な
限
り
郵
送
で
申
請
く
だ
さ

い
。

※ 

申
請
書
兼
請
求
書
は
商
工
観
光

課
で
配
付
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
令
和
２
年
度
の
新
し

い
生
活
様
式
対
応
支
援
金
を
受

給
し
た
事
業
者
に
は
、
5
月
11

日
に
申
請
書
兼
請
求
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

●
必
要
書
類　

▽
申
請
書
兼
請
求
書

▽
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

（
法
人
登
記
簿
謄
本
、
営
業
許
可

証
、
開
業
届
出
書
、
登
録
証
、
チ

ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
）

▽
令
和
2
年
12
月
31
日
に
市
内
で

事
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
＝
令
和

2
年
分
の
確
定
申
告
書
控
え
の
写

し
（
法
人
の
場
合
は
法
人
税
確
定

申
告
書
お
よ
び
法
人
事
業
概
況
説

明
書
、
個
人
事
業
主
の
場
合
は
所

得
税
確
定
申
告
書
ま
た
は
住
民
税

申
告
書
）

事
業
継
続
支
援
金
の
支
給

市
内
事
業
者
向
け 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

▽
令
和
3
年
1
月
1
日
以
降
に
市

内
で
開
業
し
た
場
合
＝
直
近
3
カ

月
分
の
売
り
上
げ
が
確
認
で
き
る

書
類
の
写
し

▽
個
人
事
業
主
の
場
合
は
本
人
確

認
書
類
の
写
し
（
運
転
免
許
証
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
各
保
険

証
な
ど
）

▽
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し

（
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
種
別
、

口
座
番
号
、
口
座
名
義
人
（
フ
リ

ガ
ナ
）
が
確
認
で
き
る
部
分
）

※ 

そ
の
ほ
か
必
要
書
類
の
提
出
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請
期
限　

７
月
30
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

商
工

観
光
課
（
☎
37
２
１
５
４
）

〒
９
７
６
︱
８
６
０
１

中
村
字
北
町
６
３
︱
３

相馬市公式ツイッターです。

随時、市からのお知らせをお伝

えしています。

soma_city＠

※採血は医師の診断の上、行います。
※新型コロナウイルス感染症対策を実施の上、行います。
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65
歳
以
上
の
方
に
納
付
い
た
だ

い
て
い
る
介
護
保
険
料
の
年
額
保

険
料
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和

2
年
度
と
同
額
で
す
。
保
険
料
は
、

令
和
3
年
度
か
ら
令
和
5
年
度
ま

で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
市
の
高
齢
化
率
や
介
護

保
険
の
サ
ー
ビ
ス
量
も
見
込
ん
で

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
高
齢
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
大
切
な
保
険

料
で
す
。
納
期
限
内
に
忘
れ
ず
に

納
付
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
介
護
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
＝

税
務
課
（
☎
37
２
１
２
７
）　　

▽
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

＝
健
康
福
祉
課
（
☎
37
３
０
６

５
）　

令
和
3
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

段階 所得区分の説明 月額保険料 年額保険料

第 1

生活保護の受給者、老齢福祉年金受給者
で市民税非課税および世帯全員が市民税
非課税で、本人の年金収入とほかに課税
される所得の合計が 80 万円以下の者

3,135 円 37,620 円

第 2
世帯全員が市民税非課税で、本人の年金
収入とほかに課税される所得の合計が
80 万円を超え 120 万円以下の者

4,703 円 56,430 円

第 3
世帯全員が市民税非課税で、本人の年金
収入とほかに課税される所得の合計が
120 万円を超える者

4,703 円 56,430 円

第 4
本人が市民税非課税、世帯員が市民税課
税で、かつ、本人の年金収入とほかに課
税される所得の合計が 80 万円以下の者

5,643 円 67,720 円

第 5 本人が市民税非課税で、世帯員が市民税
課税の者 6,270 円 75,240 円

第 6 本人が市民税課税で合計所得金額が 120
万円未満の者 7,524 円 90,290 円

第 7 本人が市民税課税で合計所得金額が 120
万円以上 210 万円未満の者 8,151 円 97,820 円

第 8 本人が市民税課税で合計所得金額が 210
万円以上 320 万円未満の者 9,405 円 112,860 円

第 9 本人が市民税課税で合計所得金額が 320
万円以上の者 10,659 円 127,910 円

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

の
活
動
を
行
う
行
政
区
や
子
ど
も

会
な
ど
の
団
体
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

奨
励
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団

体
は
、
次
に
よ
り
申
請
く
だ
さ
い
。

●
奨
励
金
の
額　

事
業
費
の
2
分

の
1
以
内
で
、
上
限
が
10
万
円
。

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
交
付
と
な

　

り
ま
す
。

●
対
象
活
動　

子
ど
も
の
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
（
例
＝
餅
つ
き

大
会
、
親
子
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
）

●
提
出
書
類　

▽
交
付
申
請
書
▽

事
業
計
画
書
▽
事
業
予
算
書

※ 

申
請
書
は
市
役
所
1
階
生
涯
学

習
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限　

6
月
30
日
（
水
）

●
交
付
時
期　

7
月
中
旬
こ
ろ

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯

学
習
課
（
☎
37
２
１
８
７
）

「児童手当現況届」
提出期限は 6 月 30 日です
　令和 3 年 6 月 1 日現在、児童手当を受けている
方は、更新の手続き（現況届）が必要です。現況
届とは、その年の 6 月 1 日現在の状況を記載し提
出いただき、引き続き受給できるか確認するもの
です。
　6 月中に市役所から「現況届」の用紙を郵送しま
すので、必要事項を記入し、指定の書類を添付の上、
同封の返信用封筒で返送ください。
※現況届を提出しないと令和 3 年 6 月分以降の手
　当は受給できなくなります。

●提出期限　6月 30日（水）
●提出場所　市役所 1 階社会福祉課
●問い合わせ先　社会福祉課（☎ 37-2204）

新型コロナワクチン接種の意向調査はがき
　市は、市内 16 歳以上の方全員へ、新型コロナワクチン接種の意向調査はがきなどを送付しました。
　現在、はがきの返信がお済みでない方は、必要事項を記入の上、定められた期日までに返送願います。
　なお、円滑なワクチン接種を行うため、接種を希望しない場合でも意向調査はがきを返送ください。
※返信期日を過ぎた場合でも受け付けますので、忘れず返送ください。
●問い合わせ先　新型コロナワクチン接種コールセンター（☎ 37-7567）

返信はお済みですか？
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お知 せら
病
気
・
災
害
遺
児
な
ど
の
た
め
の
奨
学
生
募
集

　

あ
し
な
が
育
英
会
は
、
保
護

者
な
ど
が
病
気
や
災
害
（
交
通

事
故
を
除
く
）、
自
殺
な
ど
で
死

亡
、
ま
た
は
そ
れ
ら
が
原
因
で
著

し
い
後
遺
障
害
の
た
め
に
働
け
な

く
な
っ
た
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
に

奨
学
金
を
貸
与
し
て
進
学
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
奨
学
金
は
﹁
無

利
子
貸
与
＋
給
付
﹂
型
で
、
卒
業

後
20
年
以
内
で
返
済
し
ま
す
。

【
高
校
奨
学
生

　
（
中
学
３
年
生
予
約
募
集
）】

●
奨
学
金
月
額　

▽
国
公
立
高
校
・
高
専
＝
4
万
５

千
円
（
う
ち
貸
与
２
万
５
千
円
・

給
付
２
万
円
）

▽
私
立
高
校
＝
5
万
円
（
う
ち
貸

与
３
万
円
・
給
付
２
万
円
）

●
申
請
期
限　

▽
一
次
＝
７
月
31
日
（
土
）

▽
二
次
＝
12
月
15
日
（
水
）

▽
三
次
＝
令
和
4
年
２
月
28
日

（
月
）

※
私
立
高
校
入
学
一
時
金
制
度
あ　

　

り
＝
30
万
円
（
貸
与
）

【
高
校
奨
学
生
（
在
学
生
）】

●
奨
学
金
月
額

▽
国
公
立
高
校
・
高
専
＝
4
万
５

千
円
（
う
ち
貸
与
2
万
５
千
円
・

給
付
2
万
円
）

▽
私
立
高
校
＝
5
万
円
（
う
ち
貸

与
３
万
円
・
給
付
２
万
円
）

●
申
請
期
限　

▽
二
次
＝
９
月
30
日
（
木
）

▽
三
次
＝
12
月
15
日
（
水
）

【
大
学
奨
学
生

（
高
校
３
年
生
予
約
募
集
）】

●
奨
学
金
月
額　

７
万
円
（
う
ち

貸
与
４
万
円
・
給
付
３
万
円
）
ま

た
は
８
万
円
（
う
ち
貸
与
５
万

円
・
給
付
３
万
円
）

●
申
請
期
限　

6
月
20
日
（
日
）

※ 

私
立
大
学
入
学
一
時
金
制
度
あ　

り
＝
40
万
円
（
貸
与
）

【
専
門
学
校
奨
学
生

（
高
校
３
年
生
予
約
募
集
）】

●
奨
学
金
月
額　

7
万
円
（
う
ち

貸
与
４
万
円
・
給
付
３
万
円
）

●
申
請
期
限　

6
月
20
日
（
日
）

◎ 

高
等
専
門
学
校
は
、
１
～
３
年

生
は
高
校
奨
学
生
、
４
・
５
年

生
は
専
門
学
校
奨
学
生
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

あ
し
な
が
育

英
会
奨
学
課
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
︱
７
７
︱
８
５
６

５
）

あ
し
な
が
育
英
会

ホームページ
はこちらから

　

ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の
写

真
展
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方

の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ー
マ　

相
馬
の
自
然
や
祭
り

●
出
品
作
品　

出
品
者
が
過
去
３

年
以
内
に
市
内
で
撮
影
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

●
申
込
期
間　

７
月
1
日
（
木
）

〜
30
日
（
金
）

※
申
込
書
は
千
客
万
来
館
で
配
布
。

※ 

一
人
２
点
以
内
と
し
先
着
40
点

で
締
め
切
り
。

●
出
品
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
に
勤
務
す
る
者
と
し
ま
す
。

●
出
品
規
定　

▽
四
ツ
切
（
Ａ
4
も
可
）
か
ら
全

紙
サ
イ
ズ
ま
で
。

※ 

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ
は
問
い
ま

せ
ん
。

▽
額
装
（
ア
ク
リ
ル
、
ガ
ラ
ス
不

可
）、
ま
た
は
パ
ネ
ル
張
り
（
デ

ジ
タ
ル
写
真
も
可
）
と
し
、
裏
側

に
吊
り
紐
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
組
写
真
は
不
可
。

●
展
示
期
間　

８
月
９
日
（
月
）

～
20
日
（
金
）
9
時
～
17
時

※
20
日
の
み
9
時
～
16
時
。

●
場
所　

千
客
万
来
館
１
階
研
修

室●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

商
工

観
光
課
（
☎
26
４
８
４
８
）

写
真
展
開
催
！

出
品
作
品
を
募
集

応
援
Ｃ
Ｍ
大
賞
2
0
2
1

　

市
は
、
福
島
放
送
が
主
催
す
る
、

地
域
の
活
力
が
わ
き
出
る
よ
う
な

15
秒
Ｃ
Ｍ
を
市
の
作
品
と
し
て
出

品
す
る
た
め
、
作
品
を
募
集
し
ま

す
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、

ビ
デ
オ
愛
好
会
、
各
学
校
の
放
送

部
に
よ
る
共
同
制
作
の
作
品
も
応

募
可
能
で
す
の
で
、
奮
っ
て
応
募

く
だ
さ
い
。

●
内
容　

相
馬
市
の
元
気
や
活
力
、

魅
力
を
伝
え
る
内
容
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
15
秒
Ｃ
Ｍ

●
募
集
点
数　

１
作
品

●
申
込
期
限　

6
月
23
日
（
水
）

●
作
品
提
出
期
限　

6
月
30
日（
水
）

●
応
募
方
法　

▽
千
客
万
来
館
で
申
込
書
に
記
入

し
、
作
品
と
作
品
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

提
出
く
だ
さ
い
。

※
作
品
と
作
品
の
Ｐ
Ｒ
動
画
の
秒

　

数
は
15
秒
（
音
声
は
14
秒
）。

▽
作
品
や
Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

な
ど
に
入
れ
、
デ
ー
タ
で
提
出
く

だ
さ
い
。

▽
Ｃ
Ｍ
本
編
の
前
3
秒
、
後
5
秒

の
映
像
（
捨
て
カ
ッ
ト
）
を
必
ず

付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
捨
て
カ
ッ
ト
3
秒
の
前
に
は
、

作
品
名
（
25
字
以
内
）、
制
作
者

名
が
入
っ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
作
品
は
、
１
団
体
に
つ
き

１
点
ま
で
と
し
ま
す
。

▽
制
作
費
は
自
己
負
担
で
す
。

●
参
加
条
件

▽
特
定
商
品
の
Ｐ
Ｒ
は
で
き
ま
せ

ん
。

▽
音
楽
を
使
用
す
る
場
合
は
、
著

作
権
フ
リ
ー
の
も
の
を
使
用
く
だ

さ
い
。

▽
応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は

制
作
者
、
市
、
福
島
放
送
の
三
者

に
帰
属
し
、
放
送
に
関
す
る
著
作

権
は
福
島
放
送
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
出
品
し
た
作
品
は
︑
福
島
放
送

な
ど
で
放
送
さ
れ
ま
す
︒

▽
Ｃ
Ｍ
大
賞
＝

120
回

▽
福
島
県
知
事
賞
＝
50
回

▽
東
邦
銀
行
賞
＝
50
回

▽
特
別
賞
＝
30
回

▽
参
加
賞
＝
10
回

●
留
意
事
項

　

１
自
治
体
に
つ
き
１
作
品
の
出

品
と
な
る
た
め
、
複
数
の
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
市
の
審
査
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

商
工

観
光
課
（
☎
26
４
８
４
８
）

作
品
募
集

Ｋ
Ｆ
Ｂ
・
東
邦
銀
行
　
ふ
く
し
ま
の
元
気
！
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ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用
状
況

　

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
寄
付
に

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
取
扱
要

綱
を
定
め
、
各
種
施
策
の
基
金
を

管
理
・
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
寄
付

者
の
意
向
を
受
け
て
下
記
の
と
お

り
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
種
施
策
に
大
切
に
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課

（
☎
37
２
１
３
２
）

年度 件数（件） 金額（円）
平成 20 ～ 27 年度 1,943 1,009,898,171

平成 28 年度 272 34,567,084
平成 29 年度 232 28,305,560
平成 30 年度 206 23,234,813
令和元年度 233 75,798,310
令和 2 年度 196 42,009,601

合計 3,082 1,213,813,539

●寄付金の件数と金額

項目 具体的な事業名 使用した金額（円）

福祉の事業に関すること 保育士等奨学資金貸与事業 6,760,000

社会教育の振興に関すること 市社会教育施設災害復旧事業
（LVMH 子どもアート・メゾン） 3,002,000

人材の育成に関すること 市奨学資金貸与事業 6,947,100

教育復興子育てに関すること

25,032,526

ICT 活用教育支援事業 21,032,526
エル・システマ事業
（子どもたちの「音楽による生きる力」を育む事業） 4,000,000

高齢者などへの生活支援に関すること 井戸端長屋在宅高齢者配食サービス事業 1,296,100

その他市長が必要と認めること
（復旧・復興事業など）

131,250,396

心のケア事業 200,090

観光振興事業（相馬野馬追） 180,000

商工振興事業（プレミアム商品券） 14,952,000

被災者健康診断支援事業 266,000

公園緑地等整備事業（尾浜こども公園 : 桜の植樹） 990,000

農用地等災害復旧事業 8,185,707

被災田支援給付事業 10,483,000

車両購入事業（給水車購入） 12,430,000

雨水施設維持管理事業（ポンプ車購入） 24,445,081

令和 3 年福島県沖地震被災対応（ブルーシート購入代） 8,351,418

高齢者熱中症対策事業 382,000
スポーツアリーナそうまそうま管理運営経費（第一体育
館 LED 化） 21,461,000

復興市民市場管理運営事業 19,460,000

磯部地区慰霊碑周辺整備事業 9,464,100

合計 174,288,122

●令和 2 年度に活用した事業内容と金額（令和 3 年 3 月 31 日現在）

※ 奨学資金（市奨学資金貸与基金）は、「ふるさと納税取扱要綱」を定める以前にいただいた寄付金
も含めて運用しています。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
そ
う
ま
5
月
15
日
号
の
3

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
﹁
胃
が

ん
施
設
検
診
が
始
ま
り
ま
す
﹂
に

お
い
て
、左
記
の
と
お
り
訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（誤）
実施医療機関 透視検査 内視鏡検査

ふなばし内科クリニック ○ ○

（正）
実施医療機関 透視検査 内視鏡検査

ふなばし内科クリニック － ○

●実施医療機関の表●
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
35
４
４
７
７
）

＠ sukusuku.soma

子育てや教育など
の情報を発信中！

  すくすく soma
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お知 せら

Q 

　
亡
く
な
っ
た
親
が
建
て
た

建
物
が
未
登
記
の
場
合
は
法

務
局
で
ど
の
よ
う
な
手
続
を

す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

A 　

相
続
人
が
一
人
の
場
合
は

相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
、
例
え
ば
戸
籍
謄

本
な
ど
を
添
付
し
て
建
物
表

題
登
記
の
申
請
を
し
ま
す
。

相
続
人
が
数
名
い
る
場
合
は
、

相
続
人
全
員
ま
た
は
建
物
を

相
続
し
た
相
続
人
か
ら
建
物

の
表
題
登
記
を
申
請
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
公
正
証
書
や
遺

産
分
割
証
明
書
、
相
続
を
証

明
す
る
書
類
な
ど
を
添
付
し
、

登
記
の
申
請
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も

親
が
建
物
の
所
有
者
で
あ
る

こ
と
の
証
明
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

  　

 　

不
明
な
点
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
２
４
︱
５
３
４
︱
７
８

２
９
）

▽
福
島
地
方
法
務
局
（
☎
０
２

４
︱
５
３
４
︱
２
０
４
５
）

解
説　
　
　
　
　

相
続
登
記

　

相
続
登
記
を
行
わ
な
い
こ
と
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
諸
問
題
や
相

続
登
記
に
関
す
る
疑
問
な
ど
を
、
全
6
回
に
分
け
て
掲
載
し
ま
す
。

 

第
5
回　

相
続
し
た
未
登
記
建
物
の
登
記

水道メーター交換に
協力ください

　水道企業団は、利用者の皆さん
のところに設置している水道メー
ターを計量法に定める有効期間（8
年間）満了までに無料で交換して
います。
　なお、交換の対象となる家庭や
事業所には水道企業団が委託した
指定給水装置工事事業者が伺いま
すので、協力ください。
●交換期間　11 月まで
●問い合わせ先　
相馬地方広域水道企業団総務課
（☎ 35-6702）

　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

精
神
科
医
師
に
よ
る
思
春
期
の
こ

こ
ろ
の
問
題
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど

の
依
存
に
関
す
る
悩
み
の
相
談
を

行
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

▽
6
月
10
日
（
木
）、

24
日
（
木
）
▽
7
月
8
日
（
木
）、

29
日
（
木
）
▽
8
月
26
日
（
木
）

▽
9
月
9
日
（
木
）
▽
10
月
28
日

（
木
）
13
時
～
16
時

●
場
所　

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
福
島
市
御
山
町
８
︱
３
０

県
保
健
衛
生
合
同
庁
舎
5
階
）

●
相
談
料　

無
料

●
留
意
事
項　

相
談
日
の
３
日
前

ま
で
に
電
話
で
予
約
く
だ
さ
い
。

※
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
治
療

　

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
４
︱
５
３
５
︱
３
５
５
６
）

こ
こ
ろ
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
性

別
に
関
係
な
く
、
意
欲
に
応
じ
て

家
庭
や
職
場
、
地
域
、
学
校
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
、﹁
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
﹂
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
週
間
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的
や

理
念
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
週
間
に
併
せ
、

市
役
所
１
階
生
涯
学
習
課
前
ロ

ビ
ー
と
図
書
館
で
関
連
書
籍
の
展

示
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
や
職
場
で

男
女
共
同
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
展
示
期
間　

６
月
１
日
（
火
）

〜
６
月
30
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

（
☎
37
２
１
８
７
）

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

6
月
23
日
か
ら
6
月
29
日
ま
で

　

相
馬
市
で
は
住
宅
火
災
が
４
月

に
２
件
、
５
月
に
も
2
件
発
生
し
、

負
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。
住
宅
な

ど
で
の
火
災
の
危
険
性
を
再
確
認

し
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
火
災
か
ら
の
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
防
火
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
を
絶
対
に
し
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
な
ど
に
火
を
つ
け
た
ま

ま
、
そ
ば
か
ら
離
れ
な
い
。

④
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
に
は
防

炎
物
品
を
使
用
す
る
。

⑥
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

⑦
日
ご
ろ
か
ら
隣
近
所
と
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

◎
２
０
２
１
年
度

　
　
　
　
　

全
国
統
一
防
火
標
語　

﹁
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
﹂

●
問
い
合
わ
せ
先　

相
馬
消
防
署　

（
☎
36
２
１
８
１
）

相
馬
消
防
署
か
ら

の
お
知
ら
せ


